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日
本
の
国
土
の
７
割
を
も
占
め
る
森
林
。
国
内
林
業
は
採
算
性
悪
化
で
衰
退
傾
向
が
続
き
、
野
放
し
の
エ
リ

ア
が
増
え
て
い
る
。
外
資
が
森
を
買
収
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
話
題
に
な
る
な
ど
、
森
林
資
源
が
置
き
去
り
に
さ
れ

て
い
る
の
が
現
状
だ
。
し
か
し
日
本
の
森
は
諸
外
国
と
比
べ
成
長
量
が
多
く
、
戦
後
に
行
っ
て
き
た
造
林
政
策

で
多
く
の
人
工
林
は
収
穫
期
を
迎
え
て
い
る
。
世
界
で
も
有
数
の
森
林
資
源
を
生
か
す
た
め
、
森
林
管
理
を
適

切
に
行
う
仕
組
み
づ
く
り
と
高
効
率
な
林
業
機
械
の
普
及
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

林
野
庁
の
補
助
事
業
に
よ
り
各
地
で
先
進
的
な
林
業

機
械
の
試
験
が
行
わ
れ
て
い
る

京
都
の
日
吉
町
森

林
組
合
が
導
入
し
た
Ｉ
Ｈ
Ｉ
建
機
製
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー

と
、
山
梨
の
藤
原
造
林
が
導
入
し
た
日
立
建
機
製

ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー

日本の森林を守ろう 林業機械特集

林
業
再
生
で
地
域
経
済
を
元
気
に

日
本
風
土
に
合
わ
せ
た
林
業
機
械

市
場
拡
大
を
見
据
え
た
動
き
が
活
発
化

世
界
で
も
有
数
の
森
林
資
源

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ２月２４日 木曜日 　　

　
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え

る
日
本
の
林
業
を
再
生
す
る

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
が
高
効
率

な
林
業
機
械
の
導
入
促
進
に

よ
る
間
伐
や
伐
採
作
業
の
省

力
化
・
低
コ
ス
ト
化
だ
。
欧

州
や
北
米
な
ど
林
業
先
進
国

と
比
べ
、
日
本
は
ま
だ
ま
だ

機
械
化
が
必
要
と
さ
れ
る
。

路
網
が
未
発
達
で
、
海
外
と

比
較
し
て
地
盤
の
柔
ら
か
さ

か
ら
大
型
機
械
の
導
入
が
難

し
い
な
ど
の
要
因
が
重
な

る
。

　
ま
た
四
国
や
南
九
州
で
は

急
斜
面
が
多
く
、
北
海
道
で

は
緩
傾
斜
地
が
多
い
と
い
っ

た
地
形
の
特
徴
や
地
域
に
よ

る
樹
種
の
違
い
な
ど
、
日
本

の
森
は
多
様
性
を
帯
び
る
。

林
業
機
械
化
協
会
の
内
山
研

史
常
務
理
事
は
「
林
業
機
械

は
狭
い
林
道
で
の
操
作
性
、

不
整
地
で
の
積
載
性
や
走
行

性
能
な
ど
、
日
本
の
森
林
の

特
性
に
合
わ
せ
る
必
要
が
あ

る
」
と
解
説
す
る
。

　
現
在
、
従
来
の
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
や
刈
払
機
な
ど
に
比
べ

て
、
作
業
の
効
率
性
や
安
全

性
能
を
著
し
く
向
上
さ
せ
た

「
高
性
能
林
業
機
械
」
の
普

及
が
国
内
で
も
進
ん
で
い

る
。
高
性
能
林
業
機
械
に
は

枝
払
い
や
造
材
を
高
速
に
行

う
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
、
玉
切
り

し
た
材
を
運
ぶ
フ
ォ
ワ
ー
ダ

ー
、
建
設
用
ベ
ー
ス
マ
シ
ン

に
集
材
用
の
ウ
イ
ン
チ
を
取

り
付
け
た
タ
ワ
ー
付
き
集
材

機
の
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
ー
、

伐
倒
、
枝
払
い
、
玉
切
り
ま

で
一
台
で
す
べ
て
こ
な
す
ハ

ー
ベ
ス
タ
ー
な
ど
主
に
７
種

が
あ
る
。

　
林
野
庁
で
は
こ
れ
ら
の
機

械
を
さ
ら
に
普
及
を
図
り
有

効
活
用
で
き
る
よ
う
、
基
盤

イ
ン
フ
ラ
と
な
る
路
網
の
整

備
を
早
急
な
課
題
と
す
る
。

森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
の

具
体
化
を
図
る
検
討
委
員
会

の
一
つ
「
路
網
・
作
業
シ
ス

テ
ム
検
討
委
員
会
」
で
は
、

緩
傾
斜
地
、
中
傾
斜
地
な
ど

傾
斜
度
に
よ
り
区
分
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
必
要
と
さ
れ
る
路

網
密
度
の
目
安
や
、
ど
の
よ

う
な
高
効
率
林
業
機
械
を
組

み
合
わ
せ
れ
ば
よ
い
の
か
を

示
し
て
い
る
。

　
路
網
の
整
備
に
は
林
業
機

械
が
使
わ
れ
る
う
え
、
整
備

さ
れ
れ
ば
高
性
能
林
業
機
械

の
活
躍
の
場
も
増
え
る
。
高

性
能
林
業
機
械
の
市
場
シ
ェ

ア
６
割
を
も
つ
と
み
ら
れ
る

イ
ワ
フ
ジ
工
業
の
及
川
雅
之

社
長
も
「
こ
こ
数
年
の
市
場

環
境
は
追
い
風
に
な
る
」
と

見
る
。
地
域
特
性
に
合
わ
せ

た
き
め
細
か
な
製
品
開
発
や

サ
ー
ビ
ス
、
作
業
者
の
安
全

講
習
な
ど
を
強
化
し
「
国
内

専
業
メ
ー
カ
ー
な
ら
で
は
の

特
徴
を
出
し
て
い
く
」

及

川
社
長

と
し
て
い
る
。

　

年
後
の
木
材
自
給
率

％
を
目
指
す
―
農
林
水
産
省

林
野
庁
が
２
０
０
９
年
末
に

打
ち
出
し
た
「
森
林
・
林
業

再
生
プ
ラ
ン
」
は
か
な
り
野

心
的
な
目
標
数
値
だ
。
現

在
、
国
内
に
供
給
さ
れ
る
木

材
の
７
割
以
上
が
輸
入
品
と

な
っ
て
い
る
。
急
勾
配
な
山

が
多
い
日
本
で
は
木
材
を
産

出
す
る
の
に
コ
ス
ト
が
高
く

つ
き
、
ま
た
流
通
体
制
が
小

規
模
に
分
散
さ
れ
て
い
る
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
国
産

材
の
使
用
が
縮
小
し
て
い
る

の
が
実
態
だ
。
１
―
５

の

小
規
模
な
林
業
経
営
体
が
多

く
を
占
め
非
効
率
で
、
ま

た
、
所
有
者
の
世
代
交
代
に

よ
り
土
地
の
境
界
線
が
分
か

ら
な
く
な
る
な
ど
の
こ
と
か

ら
放
置
さ
れ
る
場
所
も
多

い
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
し

た
い
と
い
う
の
が
同
プ
ラ
ン

の
骨
子
。
林
業
再
生
で
過
疎

化
が
進
む
地
域
経
済
に
雇
用

を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
森

林
資
源
の
活
用
で
炭
素
の
貯

蔵
や
化
石
燃
料
使
用
を
削
減

し
低
炭
素
社
会
へ
の
貢
献
を

見
据
え
る
。
具
体
的
に
は
森

林
計
画
の
見
直
し
、
林
業
作

業
車
が
走
る
専
用
道
路
網

の
整
備
、
高
効
率
な
林
業
機

械
の
導
入
促
進
、
林
業
の
担

い
手
育
成
な
ど
が
掲
げ
ら
れ

た
。
関
係
者
か
ら
は
「
林
業

復
活
へ
の
最
後
の
チ
ャ
ン

ス
」
「
か
つ
て
な
い
ビ
ジ
ネ

ス
の
機
会
が
到
来
し
た
」
と

い
う
声
も
聞
か
れ
る
。


